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企
業
の
技
術
者
や
研
究
者
な
ど
理
系
出
身
の
シ
ニ
ア
が
、
小

学
生
向
け
の
理
科
教
室
を
相
次
い
で
開
い
て
い
る
。
研
究
や
実

務
で
培
っ
た
知
識
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
の
興
味
を
引
き
だ
す

試
み
。
理
科
離
れ
を
食
い
止
め
よ
う
と
の
使
命
感
に
加
え
、
得

意
分
野
だ
け
に
、
シ
ニ
ア
自
身
も
楽
し
め
る
の
が
魅
力
の
よ
う

だ
。
「
現
代
版
・
寺
子
屋
」
の
普
及
に
奔
走
す
る
理
系
シ
ニ
ア

を
追
っ
た
。

「
こ
れ
が
液
晶
だ
よ
」
　
「
へ

え
ー
、
白
い
ん
だ
」
。
横
浜
市

都
筑
区
の
自
治
会
施
設
。
地
域

に
住
む
約
三
十
人
の
小
学
生

が
、
小
び
ん
の
申
の
ミ
ル
ク
状

の
物
質
に
見
入
る
。

こ
れ
は
「
こ
ど
も
の
科
学
・

社
会
教
室
」
の
ひ
と
こ
ま
。
三

菱
系
企
業
の
O
B
で
構
成
す
る

市
民
団
体
、
ダ
イ
ヤ
・
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
（
東
京
）

の
、
神
奈
川
県
に
住
む
技
術
系

出
身
の
会
員
が
中
心
と
な
っ
て

作
っ
た
理
科
の
出
前
教
室
だ
。

現
在
二
十
五
人
い
る
メ
ン
バ
ー

の
平
均
年
齢
は
六
十
九
歳
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
液
晶

っ
て
な
あ
に
？
」
。
元
旭
硝
子

の
松
下
繁
さ
ん
（
6
2
）
が
先
生

役
だ
。
液
晶
の
開
発
に
携
わ
っ

た
経
験
を
も
つ
「
液
晶
通
」
。

テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
で
お
な
じ

み
の
液
晶
に
画
像
が
映
る
仕
組

み
を
教
え
て
い
た
。

教
室
は
二
〇
〇
四
年
八
月
に

ス
タ
ー
ト
。
三
菱
電
機
出
身
の

現代の
子屋

i夜晶を子どもたちに見せる
「こどもの事斗学・社会教室」

責
到
達
度
評
価

学
会
の
二
〇
〇

三
年
の
調
査
で

は
「
理
科
の
勉

強
が
楽
し
い
と

強
く
思
う
」
と

答
え
た
小
学
四

年
生
は
四
五

％
。
国
際
平
均

の
五
五
％
を
下

回
り
、
二
十
五

カ
国
・
地
域
の

う
ち
下
か
ら
四

番
目
だ
っ
た
。

作
る
一
顧
前
理
科
教
室
ふ
し
き

不
思
議
（
略
称
ク
ラ
リ
カ
）
」
の

代
表
、
田
中
満
生
さ
ん
（
6
8
）
。

同
窓
会
の
会
員
か
ら
参
加
を

募
り
、
二
〇
〇
五
年
五
月
に
発

足
。
メ
ン
バ
ー
約
二
十
人
は
現

役
時
代
に
技
術
者
や
研
究
者
と

し
て
活
躍
、
半
数
以
上
が
技
術

士
の
資
格
を
持
つ
。
七
十
歳
前

後
が
多
く
、
最
高
齢
は
八
十
七

歳
。
都
内
の
児
童
館
な
ど
の
依

頼
で
理
科
実
験
の
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
「
家
庭
に
あ
る
材

◇
「
エ
イ
ボ
ン
ア
ワ
ー
ズ
・
ト

ゥ
・
ウ
ィ
メ
ン
」
推
薦
を
公
募

社
会
活
動
な
ど
で
功
績
の
あ

っ
た
女
性
を
表
彰
す
る
。
推
薦

用
紙
を
電
話
で
請
求
す
る
か
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
。
5
月

1
2
日
締
め
切
り
、
日
月
中
旬
発

表
。
問
い
合
わ
せ
は
エ
イ
ボ
ン

女
性
文
化
セ
ン
タ
ー
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当
初
は
三
千
枚
も
の
案
内

、
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
が
、
知
名
度

・

∴

・

、

∴

っ
団
体
に
呼
び
か
け
た
り
し
て
地

に
道
に
P
R
し
た
。
次
第
に
口
コ

ミ
で
評
判
が
広
が
り
、
開
催
依

頼
は
二
十
八
回
、
県
内
の
子
ど

料
で
で
き
る
も

の
」
に
限
定
。

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

を
使
っ
て
電
気

メ
ン
バ
ー
が
磁
石
や
コ
イ
ル
な

ど
を
使
っ
て
電
気
を
手
作
り
す

る
実
験
を
し
た
り
と
、
実
務
経

験
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
が
特
徴

も
約
七
百
人
が
参
加
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。√

　

√

　

√

高
い
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ

電気ペンで絵を書く実験
を指導する「クラリカ」

た
日
本
の
も
の

づ
く
り
。
し
か

し
国
際
的
に
み

る
と
子
ど
も
の

理
科
離
れ
は
深

刻
だ
。
国
際
教

危
機
感
を
抱
い
た
の
が
理
系

シ
ニ
ア
た
ち
だ
。
教
室
の
参
加

費
は
ほ
ぼ
無
料
で
、
メ
ン
バ
Ⅰ

は
無
報
酬
。
「
理
科
好
き
の
子

を
大
勢
育
て
、
『
も
の
づ
く
り

日
本
』
の
伝
統
を
継
承
す
る
人

材
を
育
て
た
い
」
と
メ
ン
バ
ー

の
一
人
、
近
藤
敬
さ
ん
（
6
7
）

は
話
す
。

大
学
の
同
窓
生
が
集
ま
っ
て

教
え
始
め
た
人
た
ち
も
い
る
。

「
理
科
好
き
に
な
っ
た
の
は

小
学
校
の
高
学
年
。
今
坂
り
返

れ
ば
実
験
が
面
白
か
っ
た
。
だ

か
ら
、
小
学
生
に
実
験
を
体
験

す
る
機
会
を
多
く
つ
く
り
た
い

と
考
え
た
」
ご
う
語
る
の
は
、

垂
只
工
業
大
出
身
の
シ
ニ
ア
で

で
絵
を
描
い
た
り
、
水
を
入
れ

た
金
魚
型
の
し
ょ
う
ゆ
差
し
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
物

の
浮
き
沈
み
の
原
理
を
学
ん
だ

り
す
る
。
「
子
ど
も
が
家
で
同

じ
実
験
が
で
き
る
よ
う
に
」
と

の
配
慮
だ
。

熱
中
し
、
大
声
を
あ
げ
て
害

ぷ
子
も
多
く
、
本
当
に
理
科
離

れ
が
進
ん
で
い
る
の
か
と
思
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
「
好
き
に

な
る
き
っ
か
け
が
な
い
だ
け
で

は
」
と
田
中
さ
ん
。
根
っ
か
ら

の
理
科
好
き
集
団
だ
け
に
、
「
ど

ん
な
実
験
を
す
れ
ば
興
味
を
持

つ
か
、
理
科
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
え
る
か
を
考
え
る
の
も
楽

し
み
の
一
つ
」
だ
。

ゆ
と
り
教
育
の
影
響
で
、
小

学
校
理
科
の
授
業
時
間
は
減

少
。
実
験
に
ど
の
く
ら
い
時
間

を
割
く
か
は
各
校
の
判
断
だ

が
、
「
準
備
が
か
な
り
大
変
。

た
だ
で
さ
え
教
師
は
多
忙
だ
か

ら
、
衰
験
に
ま
で
力
を
注
ぐ
余

裕
は
な
く
な
っ
て
い
る
」
。
宮

崎
市
の
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
サ
イ

エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
J
S
C
）
」

で
会
長
を
務
め
る
横
山
忠
夫
さ

ん
（
79
）
は
指
摘
す
る
。
J
S

C
は
宮
崎
県
内
の
元
理
科
教
師

ら
二
十
二
人
で
構
成
す
る
教
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
。

打
方
方

「
米
国
で
は
、
退
職
し
た
教

師
が
地
域
で
子
ど
も
に
理
科
を

教
え
る
活
動
が
盛
ん
だ
」
と
い

う
横
山
さ
ん
。
J
S
C
で
も
宮

崎
市
の
宮
崎
科
学
技
術
館
で
、

理
科
の
実
験
体
験
会
を
開
催
し

て
い
る
。
「
子
ど
も
の
キ
ラ
キ

ラ
し
た
瞳
を
見
る
と
準
備
の
疲

れ
も
吹
っ
飛
ぶ
。
我
々
の
方
が

好
き
な
実
験
を
し
な
が
ら
、
子

ど
も
に
生
き
が
い
を
も
ら
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

科
学
技
術
白
書
（
二
〇
〇
五

年
版
）
に
よ
る
と
、
今
後
二
十

五
年
で
研
究
者
や
技
術
者
が
百

万
人
以
上
不
足
す
る
と
の
試
算

も
あ
る
。
一
方
で
、
高
度
成
長

期
を
高
い
技
術
力
で
支
え
て
き

た
団
塊
世
代
の
技
術
者
や
研
究

者
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
大
量
退

職
の
時
期
を
迎
え
る
。
未
来
の

人
材
を
育
て
る
た
め
に
、
理
系

シ
ニ
ア
が
貢
献
で
き
る
余
地
は

大
き
そ
う
だ
。




